
改
革
の
経
緯

突
然
の
改
革
断
行

今
、
文
部
科
学
省
な
い
し
政
府
が
東
京
藝
術
大
学
は

時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
か
ら
教
員
を
全
部
入
れ
替
え
て
改

革
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
が
、
昭
和

十
九
（
一
九
四
四
）
年
五
月
に
は
東
京
美
術
学
校
（
美

校
）
に
対
し
て
実
際
に
そ
れ
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

時
は
太
平
洋
戦
争
も
末
期
、
学
徒
動
員
で
校
内
は
人

影
も
疎
ら
。
人
は
み
な
自
由
を
奪
わ
れ
、
空
襲
に
怯
え

つ
つ
窮
乏
生
活
に
耐
え
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
五
月

二
十
日
、
突
然
校
長
の
澤
田
源
一
に
代
わ
っ
て
文
部

省
専
門
教
育
局
長
の
永
井
浩
が
校
長
事
務
取
扱
と
な

り
、
同
月
二
十
四
日
、
永
井
は
教
官
を
招
集
し
て
就
任

の
挨
拶
を
す
る
や
、
文
部
省
は
美
校
を
改
革
す
る
か
ら

一
応
全
員
辞
表
を
出
し
て
貰
い
た
い
と
宣
言
し
、
全
員

を
個
別
に
呼
ん
で
永
井
と
部
下
の
佐
藤
得
二
の
前
で
白

紙
に
署
名
捺
印
し
た
だ
け
の
辞
表
を
提
出
さ
せ
た
。
い

か
に
非
常
時
下
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
大
多
数
の
教
官

は
内
心
穏
や
か
で
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
誰
も
敢
え
て

反
論
せ
ず
、
命
令
に
し
た
が
っ
た
の
で
、
文
部
省
は
思

い
通
り
の
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
戦
時
体

制
が
敷
か
れ
る
前
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
新

聞
や
雑
誌
の
好
材
料
と
な
り
、
た
と
え
ば
明
治
三
十
一

年
の
美
校
騒
動
や
大
正
五
年
の
美
校
改
革
運
動
の
と
き

の
よ
う
に
華
々
し
い
報
道
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
当
時
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
完
全

に
軍
国
政
府
の
統
制
下
に
あ
っ
た
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
文

部
省
の
英
断
で
あ
る
と
い
う
報
道
が
な
さ
れ
、
美
術
界

も
全
く
鳴
り
を
潜
め
て
い
た
。『
朝
日
新
聞
』（
五
月

二
十
五
日
）
な
ど
は
、
美
校
改
革
は
積
年
の
懸
案
で
あ

り
、
目
下
戦
時
体
制
強
化
の
も
と
で
生
徒
た
ち
も
闘
う

学
徒
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
教
師
陣
の

姿
勢
は
そ
れ
に
反
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
、
文
部
省

は
「
同
校
内
容
を
改
革
し
闘
ふ
学
校
へ
の
完
全
な
姿
に

切
り
替
へ
る
こ
と
を
決
意
」
し
て
改
革
断
行
に
踏
み

切
っ
た
の
で
あ
る
と
報
じ
て
い
る
。

改
革
の
結
果
、
上
野
直
昭
が
校
長
に
就
任
し
、
官
展

系
作
家
が
占
め
て
い
た
日
本
画
・
油
画
・
彫
刻
科
そ
の

他
の
教
授
、
助
教
授
の
ポ
ス
ト
は
在
野
系
の
有
力
作
家

に
明
け
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
は
美
術
界
の
大
事
件
で
あ
っ

て
、
戦
後
、
石
井
柏
亭
は
こ
の
事
件
を
次
の
よ
う
に
論

評
し
た
。

　

美
校
の
改
革
は
一
般
に
難
事
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
が
何
の
予
想
も
ゆ
る
さ
な
い
で
一
刀
両
断
的
に

　

決
行
さ
れ
、
永
く
根
を
張
っ
て
い
た
実
技
方
面
の
教

　

授
の
大
部
分
を
退
陣
さ
せ
、
新
た
に
校
長
と
し
て
大

　

阪
市
美
術
館
長
（
前
京
城
帝
国
大
学
教
授
）
の
上
野

　

直
昭
を
迎
え
、
教
授
と
し
て
、
日
本
画
に
は
安
田
靫

　

彦
、
小
林
古
径
、
洋
画
に
は
安
井
曾
太
郎
、
梅
原
龍

　

三
郎
、
彫
刻
に
石
井
鶴
三
、
図
案
に
富
本
憲
吉
を
任

　

じ
、
奥
村
土
牛
、
硲
伊
之
助
等
を
し
て
教
授
を
助
け

　

さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
う
ち
石
井
、
富
本
以
外

　

は
美
校
出
身
で
は
な
く
、
し
か
も
新
任
教
授
の
い
ず

　

れ
も
が
在
野
団
体
の
首
脳
部
と
し
て
新
潮
流
を
導
い

　

て
き
た
作
家
で
あ
っ
た
。
軍
部
に
圧
迫
さ
れ
て
い
た

　

当
時
の
文
部
省
と
し
て
は
珍
ら
し
く
民
主
的
（
？
）

　

な
英
断
で
あ
っ
た
。
或
は
軍
部
の
威
力
の
余
勢
を
借

　

り
て
断
行
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
辺
は
分
ら

　

な
い
が
、
こ
の
改
革
を
も
っ
て
日
本
に
お
け
る
自
由

　

主
義
の
抬
頭
の
一
徴
候
だ
と
ア
メ
リ
カ
で
は
放
送
し

　

た
そ
う
で
あ
る
。
も
し
戦
時
の
政
治
に
た
だ
一
つ
の

　

善
政
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
美
校
改
革
こ
そ
そ

　

れ
で
あ
ろ
う
。（『
美
術
八
十
年
史
』
昭
和
二
十
九 

　

年
、
美
術
出
版
社
）

し
か
し
な
が
ら
、
ど
こ
が
「
自
由
主
義
」
の
台
頭
で

あ
り
、
何
が
「
善
政
」
か
。
改
革
の
経
緯
を
辿
っ
て
み

れ
ば
、
そ
れ
が
事
実
に
反
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

 

文
部
省
に
お
け
る
美
術
行
政
の
柱
は
美
術
教
育
と
官

設
展
覧
会
で
あ
り
、
美
術
教
育
の
中
心
を
な
す
の
が
東

京
美
術
学
校
（
美
校
）。
官
設
展
覧
会
は
明
治
四
十
年

創
設
の
文
部
省
美
術
展
覧
会
（
文
展
）
に
始
ま
り
、
大

正
八
年
創
設
の
帝
国
美
術
院
展
（
帝
展
）、
昭
和
十
二

年
創
設
の
文
部
省
美
術
展
覧
会
（
新
文
展
）
へ
と
続

く
。
文
展
は
美
術
審
査
委
員
会
、帝
展
は
帝
国
美
術
院
、

新
文
展
は
文
部
省
（
帝
国
芸
術
院
を
別
設
）
の
も
と
に

置
か
れ
た
。
美
校
は
文
展
の
開
設
時
か
ら
そ
れ
と
密
接

な
関
係
を
有
し
、
教
官
の
多
く
が
美
術
審
査
委
員
を
務

め
た
。
帝
国
美
術
院
は
在
野
団
体
の
実
力
者
も
加
え

戦
中
の
教
官
総
辞
職

第
九
回

太
平
洋
戦
争
末
期
、
文
部
省
が
行
っ
た
美
校
改
革
。

「
闘
ふ
学
校
」に
切
り
替
え
る
こ
と
を
理
由
に
断
行
さ
れ
た
非
常
時
の
下
の
指
導
陣
一
新
。

吉
田
千
鶴
子

14



改
革
の
結
果

て
組
織
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
帝
国
美
術
院

会
員
の
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
は
美
校
の
教
官
が
占
め
た
。

校
長
の
正
木
直
彦
に
し
て
か
ら
が
、
官
展
創
設
に
尽

力
し
て
創
設
以
来
主
事
を
務
め
、
帝
国
美
術
院
幹
事
、

次
い
で
院
長
を
兼
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。
美
校
と
官

展
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
種
々
の
批
判
は
あ
っ
た
も

の
の
、
そ
れ
で
も
正
木
が
双
方
に
君
臨
し
て
い
る
間

は
安
定
が
保
た
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
七
年

正
木
が
公
職
を
退
く
と
、
情
勢
に
変
化
が
生
じ
た
。

昭
和
十
二
年
、
帝
国
芸
術
院
が
設
置
さ
れ
た
と
き

は
、
そ
の
美
術
部
門
の
会
員
中
に
占
め
る
美
校
教
官
の

数
は
約
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
権
威
の

凋
落
は
明
白
と
な
っ
た
。
特
に
日
本
画
科
は
川
合
玉
堂

が
昭
和
十
三
年
に
辞
職
し
た
後
、
会
員
は
結
城
素
明
一

人
と
な
り
、
油
画
科
も
大
御
所
の
岡
田
三
郎
助
が
同

十
四
年
に
死
去
、
藤
島
武
二
も
同
十
八
年
に
死
去
し
、

ま
た
南
薫
造
も
同
年
辞
職
す
る
と
、
会
員
は
小
林
万
吾

の
み
と
な
り
、
指
導
陣
の
弱
体
化
を
指
摘
す
る
声
が
学

外
の
み
な
ら
ず
学
内
で
も
高
ま
っ
た
。

文
部
省
は
昭
和
十
年
の
帝
展
松
田
改
組
の
失
敗
を
反

省
し
、
帝
国
芸
術
院
設
置
の
と
き
か
ら
美
術
界
の
長
老

た
ち
（
清
水
澄
、松
浦
鎮
次
郎
、正
木
直
彦
、岡
部
長
景
、

細
川
護
立
）
を
顧
問
と
し
て
美
術
行
政
を
進

め
る
こ
と
と
し
、
同
十
五
年
に
は
正
式
な
文

部
大
臣
諮
問
機
関
と
し
て
の
美
術
振
興
調
査

会
を
設
置
し
た
。
こ
れ
は
侯
爵
細
川
護
立
を

会
長
と
し
、
文
部
官
僚
、
帝
室
博
物
館
長
、

美
校
校
長
、
帝
国
大
学
教
授
、
衆
議
院
議
員
、

美
術
研
究
所
長
等
か
ら
成
る
組
織
で
、
当
然

加
わ
る
は
ず
だ
っ
た
正
木
直
彦
が
同
年
死
去

し
た
た
め
、
後
任
校
長
の
芝
田
徹
心
、
次
い

で
澤
田
源
一
が
委
員
と
な
っ
た
。
こ
の
会

は
「
東
亜
新
秩
序
建
設
の
時
代
的
要
求
に
即

応
す
る
た
め
の
美
術
上
の
方
策
三
項
目
」
を

答
申
し
た
が
、
そ
の
な
か
に
「
美
術
教
育
の

刷
新
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
そ
こ
で
美
校

は
文
部
省
が
改
革
の
手
を
加
え
る
べ
き
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
改
革
の
狙
い

は
旧
官
展
時
代
の
遺
制
と
癒
着
し
た
美
校
の

指
導
陣
を
廃
止
し
、
挙
国
一
致
の
新
体
制
を

具
現
す
る
帝
国
芸
術
院
・
新
文
展
の
組
織
に

見
合
っ
た
指
導
陣
を
作
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

改
革
の
結
果
、
柏
亭
が
指
摘
し
て
い
る

以
上
に
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
教
官
の
入
れ

替
え
が
行
わ
れ
、
工
芸
科
、
建
築
科
、
師
範
科
に
も

余
波
が
及
ん
だ
。
在
野
系
の
有
力
者
が
選
任
さ
れ
た

と
は
い
え
、
新
陣
容
を
一
見
し
て
わ
か
る
の
は
日
本

画
科
と
彫
刻
科
が
特
に
院
展
系
作
家
で
占
め
ら
れ
た

こ
と
だ
。
そ
れ
は
当
時
の
日
本
画
の
有
力
作
家
が
院

展
系
に
多
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
最
も
大
き
な

原
因
は
横
山
大
観
の
宿
願
に
あ
っ
た
。
大
観
は
美
校

第
一
期
生
と
し
て
岡
倉
天
心
の
薫
陶
を
受
け
、
日
本

画
革
新
の
道
を
追
求
し
て
大
成
し
、
再
興
日
本
美
術

院
を
率
い
る
と
と
も
に
折
に
ふ
れ
て
母
校
に
天
心
の

精
神
を
蘇
ら
せ
る
画
策
を
し
た
。
彼
は
日
中
戦
争
が

始
ま
る
や
、
率
先
し
て
「
彩
管
報
国
」
に
身
を
捧
げ
、

画
の
代
金
を
陸
・
海
軍
に
献
納
し
、
岡
倉
天
心
偉
績

顕
彰
会
を
設
立
す
る
な
ど
し
、昭
和
十
八
年
五
月
、「
大

東
亜
戦
争
」
に
際
し
て
全
美
術
団
体
合
同
の
日
本
美

術
報
国
会
が
結
成
さ
れ
る
や
会
長
と
な
り
、
美
術
界

の
ト
ッ
プ
の
位
置
に
つ
い
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
昭
和

七
年
に
和
田
英
作
が
美
校
の
校
長
に
就
任
し
た
頃
か

ら
、
母
校
批
判
と
改
革
論
を
表
明
し
は
じ
め
た
彼
は
、

こ
こ
に
至
っ
て
文
部
省
美
術
行
政
の
最
高
顧
問
で
あ

り
、
ま
た
、
院
展
の
庇
護
者
で
も
あ
っ
た
細
川
護
立

と
意
を
通
じ
て
美
校
の
人
事
を
左
右
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
改
革
は
有
力
作
家
を
多
数
美
校
教
官
と
し
、

教
育
現
場
に
活
気
を
も
た
ら
す
は
ず
の
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
す
で
に
戦
争
は
教
育
現
場
そ
の
も
の

を
破
壊
し
去
り
、
新
指
導
陣
の
効
力
が
十
分
発
揮
さ

れ
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
く
、
作
家
た
ち
に
無
益
な

努
力
を
強
い
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
か
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
指
導
陣
は
昭
和
二
十
四
年
大
学
昇
格
後
も
そ
の

ま
ま
持
ち
越
さ
れ
た
も
の
の
、
同
二
十
六
、七
年
に
は

古
径
、
靫
彦
、
土
牛
、
安
井
、
梅
原
、
硲
そ
の
他
が

辞
任
し
て
し
ま
い
、
彼
ら
の
後
継
者
た
ち
と
新
た
な

有
力
作
家
た
ち
か
ら
成
る
指
導
体
制
が
作
り
直
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
よ
し
だ
・
ち
づ
こ
／
美
術
学
部
教
育
資
料
編
纂
室
）

昭和30（1955）年5月18日、日本美術院における横山大観米寿祝賀会にて。
右より細川護立、上野直昭、横山大観

昭和16（1941）年5月、下志津野外演習中の図案部1年生

次
号
予
告

東
京
音
楽
学
校
生
の
陸
軍
軍
楽
隊
入
隊

　

繰
り
上
げ
卒
業
、
法
文
系
学
生
の
徴
兵
猶
予
解
除
、

学
徒
出
陣
と
戦
況
悪
化
が
学
舎
に
も
押
し
寄
せ
た
昭
和

十
九
年
十
月
、
陸
軍
戸
山
学
校
は
最
後
の
軍
楽
隊
生
徒

と
な
る
百
二
十
名
を
受
け
入
れ
た
。
そ
の
う
ち
十
四
名

が
東
京
音
楽
学
校
の
在
校
生
で
あ
っ
た
。
本
来
二
年
間

で
あ
っ
た
軍
楽
隊
の
修
業
年
限
も
、
最
後
は
八
ヶ
月
に

短
縮
さ
れ
、音
校
生
た
ち
は
二
十
年
五
月
に
卒
業
し
た
。

主
席
は
作
曲
部
の
芥
川
也
寸
志
で
あ
っ
た
。
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